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論文内容要旨
 慢性膵炎においては糖代謝障害をきたしやすいといわれているが,その膵内分泌機能について
 は充分な検索が行なわれていない。慢性膵炎の膵内分泌機能をイ.ンスリンおよびグルカゴンの分
 泌の面より検討し,また膵内分泌機能と膵外分泌機能との関連を検索した。さらに糖尿病の治療
 にあた・て嘆尿病性蝉病変の予防が最も重要で・しか姻獅問題である塑・膵性糖尿病で
 は血管合併症は稀とされているので,その差違について比較検討した。
 対象は慢性膵炎45例(男37例女8例)で,膵石症は42例・膵組織所見より診断したもの・
 2例夷膵外分泌機能検査より診断したもの1例である。膵外分泌機能検査としては』セクレチン
 試験また4パンクレオザイミン・セクレチン試験を,膵内分泌機能検査としては,ぶどう糖,.ト
 ルブタマイド,アルギニンなどによる負荷試験を施行し,血糖・血漿インスリン,血漿グルカゴ
 ンを測定した。ぶどう糖負荷試験では45例中正常型5例(11噺)・境界型12例(27%)・
 糖尿病型28例(62%)であり,糖尿病型を示すもののうち軽症は18例(40.%),中等症
 は3例(7%),重症は7例(15%)であり・何らかの耐糖能障害を有するものは89%と高
 率を示すが,高度の耐糖能障害を示すものは比較的少ない。その際のインスリン反応は27例中
 正常型4例(15%),低反応型18例(67協),遅延型1例(4多),過剰反応型4例・
 (15多)であり,軽度の耐糖能障害にもかかわらず,インスリン反応の低下している例が多い。イ
 トルブタマイド負荷試験は6例に施行したが,5例はインスリン反応が低下していた。アルギニ
 ン負荷試験は7例に施行し,6例でインスリン,グルカゴン共に分泌能は低下していたが,1例
 ではインスリン反応はむしろ亢進し,グルカゴン反応も良好であった。空腹時血糖値が120
 彫/dZ以下の比較的軽度の耐糖能障害を示す膵性糖尿病と一次性糖尿病のインスリン反応につい
 て比較検討すると,膵性糖尿病でやや低悼の傾向を認めた。膵外分泌能と膵内分泌能との叩連に
 ついては,膵外分泌能が低下すると,耐糖能が低下する傾向を示すが,インス・リン反応との間に
 は一定の関係は認められなかった。膵石症のうち,小結石型のものは耐糖能の障害が強く・,低イ
 ンスリン反応を呈するものが多く,大結石型のものでは全例空腹時血糖値は略々正常範囲にあり,
 インスリンは過剰反応を呈するものもみられた。
 糖尿病性網膜症は耐糖能異常のみられた慢性膵炎40例中のわずか3例に認めたのみであった
 ことより',糖尿病性血管合併症の発生には,一次性糖尿病と膵性糖尿病の間に本質的な相違が存
 在するぐとが示唆された。
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 審査結果の要旨
 著者は,慢性膵炎45例について,劇生膵炎の膵内分泌機能をインスリンおよびグノヒカゴンの
 分泌の面より検討し,また膵内分泌機能と膵外分泌機能との関連を検索し,さらに膵性糖尿病に
 みられる血管合併症について比較検討し,次の結論を得ている。'
 ぶどう糖負荷試験では45例中正常型5例(11%),境界型12例(27%),糖尿病型
 28例(62%)であり,糖尿病型を示すもののうち軽症は18例(40%),中等犀は3例
 (7%),重症は7例(15%)で,何らかの耐糖能障害を有するものは89%と高率を示す。
 その際のインスリン反応は27例中正常型4例(15%)・低反応型18例(67%)・遅延型
 1例(4%),過剰反応型4例(15%)で1軽度の励精能障害にもかかわらず,インスリン反
 応の低下している例が多い。トルブタマイド負荷試験は6例のうち,5例はインスリン反応が低
 下していた。アルギニン負荷試験は7例のうち,6例はインスリン,・グルカゴン共に分泌能は低
 下し,1例ではインスリン反応はむしろ亢進し,グルカゴン反応も良好であった。
 すなわち,膵外分泌能と膵内分泌能との関連については,膵外分泌能が低下すると,耐糖能が
 低下する傾向を示すが,インスリン反応との問には一定り関係は認められなかった。輝石葬のう
 ち,小結石型のものは耐糖能の障害が強く,低インスリン反応を呈するものが多く,大結石型の
 ものでは全例空腹時血糖値は略々正常範囲にあり,インスリンは過剰反応を呈するものもみられた。
 糖尿病性網膜症は耐糖能異常のみられた慢性膵炎40例中のわずか3例に認めたのみであった
 ことより,糖尿病性血管合併症の存生には,一次性糖尿病と膵性糖尿病の間に本質的な相違が存
 在すると考えられる。
 したがって,本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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